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12 時間，CO2 濃度 900 ppm，培養液 EC0.8 dSm–1（大
塚 A 処方）の条件下で育苗後，5 月 31 日にロックウー
ル養液栽培装置に定植した．ベッド間隔は 1.8 m で，
ロックウールスラブ（900 × 150 × 75mm）あたり 5
株ずつ定植し，栽植密度が約 3.09 plant m–2 になるよう
にした．定植後，培養液は大塚 A 処方を用い，掛け流
し栽培を行った．培養液の EC は，定植時から生育初期
までは 1.0 dSm–1 で管理したが，成長に従い徐々に上昇
させ，収穫開始以降は 1.5 dSm–1 で管理した．株の主枝
は摘心せず，すべての側枝を除去しながら 1 本仕立て
のハイワイヤー誘引を行った．誘引の高さはベッドから
2.5m とし，上段に達すると約 30 ㎝ずつつる下しを
行った．つる下しの際，先端から 25 葉より下に着生し
た下葉は除去しながら栽培を行った．試験区は各品種
30 個体× 2 反復の計 60 個体としたが，両端の 2 個体
はボーダーとして調査対象から除外した．
秋作は 2012 年 9 月 6 日に播種し，苗テラスで 13 日間
育苗後，9 月 19 日にロックウール養液栽培装置に定植した．
秋作では，各品種 30 個体× 3 反復の計 90 個体としたが，
LAI が異なる材料を得るため，各品種の南側 45 株に対し







温は 22 ～ 31℃で推移した．秋作では後半は 15℃を下
回る日が多く，平均気温は 17.6 ～ 27.4℃で推移した．
施設内の日射量は秋作に比べて春作の方が高く推移し，
定植後 48 日までの積算日射量は，春作が 560.1 MJm–2




の時期に行った．茎長が約 1.6m に達した定植後 20 目





5 ㎝以下の成長点付近の葉群をまとめて第 1 葉とし測定
した．本実験では，第 1 葉を葉位 1 とし，下に行くほ
ど，葉位が増えることとした．
秋作では収穫開始後 2 週間が経った定植後 48 日目に


























図－ 2 に春作の 3 品種における個葉の葉面積と生体
重との関係を示した．いずれの品種においても個葉面積
と葉の生体重とでは相関関係が高かった．また，生育ス














図中の *** は 0.1% 水準で有意
図－ 3　春作と秋作におけるキュウリの葉位ごとの葉面積
図中のエラーバーは標準誤差 (n=6)
春作は定植後 28 日目の株を秋作は定植後 48 日目の株を使用
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3　生育ステージによる個葉面積および RLA
春作の定植後 20 日，28 日，69 日目の株に対し葉位ご
との個葉面積を比較すると，生育ステージによって個葉
面積の大きさは異なった（図－ 4）．定植後 20 日と 28
日の株では第 10 葉以上の個葉面積が 700 cm2 より大き
いことに対し，定植後 69 日目の株ではほとんどの個葉
面積は 500 cm2 より小さかった．
しかし，葉位ごとの個葉面積と最大葉の個葉面積との
対比である RLA を縦軸に示すと（図－ 5），第 10 葉以




図－ 6 には葉位と RLA との関係式を調べるために春






葉位までの RLA の近似式（式 4）における積分値およ
び栽植密度を基に，式 2，式 3 を用いて LAI の推定値
を算出し，実測値との関係を調べた結果（図－ 7A），
LAI が 1.5 ～ 4.5 の範囲では高い正の相関が認められた
（r ＝ 0.980）．
図－ 7B には，秋作の最大葉の生体重を図－ 2 に示し
た個葉の葉面積と生体重との回帰式から個葉面積を求め，
図－ 7A と同様に算出した LAI の推定値と実測値との
関係を示した．その結果，最大葉の生体重から算出した











































図－ 6　キュウリの葉位と RLA との関係
図中の 1 プロットは葉 6 枚の平均値
図－ 7　キュウリの LAI 推定値と実測値との比較 (n=36)
図中の 1 プロットは 1 株の推定値と実測値
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Estimation of Leaf Area Index of Cucumbers (Cucumis sativus L.)
Trained on a High-Wire
Dong-Hyuk Ahn, Tadahisa Higashide, Yasunaga Iwasaki, 
Yasushi Kawasaki and Akimasa Nakano
Summary
The area of a cucumber leaf is smallest near the growing point and gradually increases basipetally to a 
maximum value. On this basis, we created a model for easy estimation of leaf area index (LAI) of cucumber 
trained on a high-wire from the values of individual leaf area, fresh weight, and number of leaves. Individual 
leaf area was highly correlated with individual leaf fresh weight. There was a difference in individual leaf area 
at each leaf position between 28 and 69 days after transplanting, but not in RLA (relative leaf area ratio, which 
represents the individual leaf area divided by the maximum leaf area) at each leaf position. RLA could be 
estimated from leaf position (n) as
There was a significant correlation (r = 0.980, P<0.001) between measured LAI and LAI estimated from 
integration value of RLA, number of leaves, and individual leaf area of maximum leaf. There was also a 
signiﬁcant correlation (r = 0.928, P<0.001) between measured LAI and LAI estimated from integration value of 
RLA, number of leaves, and individual leaf fresh weight of maximum leaf. 
We conclude that LAI of cucumber can be estimated from the number of leaves attached to the stem and either 
the individual leaf area or the fresh weight of the old leaf pruned regularly.
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